
j40503 教育実習Ⅱ 佐々木・後藤・榎本 ２年次・集中 実習・4単位 幼免必修

授業方法 / Method of instruction 対面授業

【－】プレゼンテーション 【－】グループワーク

【○】実習・実技 【－】該当なし

割合 / Percentage

0%

0%

0%

100%

参考書 / Reference Books

成績評価方法 / Grading Criteria and Method of Evaluation

種別 / Kind 評価基準等 / Grading Criteria etc.

定期試験(筆記)
End of Semester Examination (Written)

短大と実習園の指示に従うこと。守られない場合には実習を中止する。大切な教育実践の場をお借りしておこなう実習であるので、原則として幼稚園教諭になる意思を持ち、教
職の道に進むことを希望する学生だけが履修すること。

太田光洋編著『幼稚園・保育所・施設実習完全ガイド』（第3版）（2018年、ミネルヴァ書房）、その他「教育実習Ⅰ」で使用した配布資料。

予習・復習 / Preparation・Review

一日の実践の振り返りと反省・考察を、実習日誌にしっかりと記述すること。また次の日の実践に向けた準備（指導案、教材研究、読み聞かせなど）を行うこと。

課題に対するフィードバック方法 / How to give feedback on tasks

一日の実践の振り返りと反省・考察を、実習日誌にしっかりと記述し、実習担当教員からの助言を踏まえ、次の実践に生かすこと。

特記事項 / Special Note

教科書 / Textbooks

使用しない。

２．子どもの発達段階をふまえかかわることができる。 D－②　A－②

３．指導計画をたて教育実践することができる。 D－②　A－②

４．自己の能力や教職への適格性について理解できる。 D－①　C－①

レポート試験
Report Examination

実技試験
Practical skill test

平常点評価
Continuous Assessment

実習園からの評価

活用される授業方法
Teaching methods used

【－】PBL（課題解決型学習）

【－】ディスカッション・ディベート

授業の概要 / Course Outline

幼稚園（認定こども園）において4週間の実習を行うことを通して、次の3点を重点的に学ぶ。すなわち、①短大で学習してきた領域及び保育内
容の指導法に関する専門的知識・技能、教育に関する基礎的理解を深める、②幼稚園（認定こども園）における子どもの発達援助に参加して
自らの教育観、子ども観を深め、幼稚園教育を実践的に学ぶ。③教育実践を通して、自己の能力や教職への適格性について理解するととも
に、今後に向けた課題を明確にしていく。

到達目標 / Attainment Objectives
ディプロマポリシーとの対応関係

/ Relationship with the diploma policy

1．幼稚園教諭の職務内容と役割を実践的に理解する。 A－②　B－②

必修選択の別
/ compulsory subjects or

optional subjects

授業コード
/ Code 科　目　名 / Course Title 担当者 / Instructor

履修年次
/ Semester

授業形態・単位数
/ Style ･ Credits



2
参加実習

保育環境の整備、環境構成への協力、子どもとの関わり（遊び、基本的生活習慣の指導の援助）

3
責任実習（精錬実習）

指導案の作成、教材研究、保育実践、保育技術の習得

観察実習

幼児の実態観察（発達段階）、保育技術の観察（基本的生活習慣の指導、環境設定、子どもに対する関わり方など）

授業スケジュール / Course Schedule

※履修している学生に対して事前に説明があった上で、変更される場合があります。

授業回数
Lecture

テーマ / Theme

内容 / Contents

幼稚園における教育実習

1


